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公益社団法人日本看護協会（会長・坂本すが、会員 71万人）は、11月 3日（木・祝）

に秋葉原コンベンションホールで｢NICU／GCUから退院する児とその家族への支援を考え

るシンポジウム｣を開催します。 

周産期医療の進歩により、超低出生体重児などの救命率は改善した一方で、NICU に長

期入院する児が増加しています。NICU／GCU*から退院する子どもとその家族が安全に安

心して暮らしていくための支援や施設間連携は、十分とは言えません。 

日本看護協会では、重点政策に「地域包括ケアシステムの構築と推進」を掲げていま

すが、2016 年度はその中に「NICU／GCU 退院児とその家族への在宅支援に向けた協働の

促進」事業を盛り込みました。これまでに実施した総合周産期母子医療センターと小児

訪問看護ステーションへのグループインタビューからは、医療機関と訪問看護ステーシ

ョンの連携強化や、NICU入退院児の支援を行えるコーディネーターの養成・配置の必要

性などが見えてきました。 

そこで、本シンポジウムでは、小児医療提供体制の在り方と、現状や課題、好事例の

取り組みなどについて情報共有を行い、課題解決に向けた支援策や小児在宅医療におけ

る多職種連携・協働について意見交換を行います。 

報道関係の皆さまには、この機会にぜひご取材いただきますようお願い申し上げます。 

＊NICU＝新生児集中治療室、GCU＝新生児治療回復室 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

「NICU/GCUから退院する児と 

その家族への支援を考えるシンポジウム」開催 
11月3日（木・祝）、秋葉原コンベンションホール 

◆シンポジウム 概要◆ 

【日時】11月 3日（木・祝）10：00～16：00  

【参加費】無料 

【プログラム】別紙チラシ参照 

【定員】300名（受付終了） 

【主な対象】小児在宅療養支援に取り組む 

医療職、都道府県・市町村行政の 

担当者など 

 

【会場】秋葉原コンベンションホール 

（千代田区外神田 1-18-13 秋葉原ダイビル２階） 

JR秋葉原駅 電気街口より徒歩 1 分 
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日本看護協会 広報部 宛 

（ＦＡＸ：03‐5778‐8478／Ｅメール：koho@nurse.or.jp） 
☆ 10 月 26 日（水）までにご連絡をお願いします。 

 

 

 

   

 

日 時：2016 年 11 月 3 日（木・祝） 10：00～16：00 

 

媒体名  

会社名  

部署名  

お名前  

TEL  

Eメール※  

撮影有無 □スチールカメラ    台／ □ムービーカメラ   台 

□撮影なし 

※本会の「記者会見」と「ニュースリリース」は、Eメールでもご案内しております。

今後、メールでの連絡をご希望の方は、Ｅメールをご記入ください。 

 

NICU/GCUから退院する児とその家族への支援を考えるシンポジウム 

取材申込 

 




